
個人情報保護委員会（第１１３回）議事概要 

 

１ 日時：令和元年８月２日（金）１４：３０～１５：００ 

２ 場所：個人情報保護委員会 委員会室 

３ 出席者：熊澤委員長代理、丹野委員、小川委員、中村委員、加藤委員、 

大滝委員、宮井委員 

      其田事務局長、福浦事務局次長、青山総務課長、佐脇参事官、 

山﨑参事官、三原参事官、松本参事官、片岡参事官 

４ 議事の概要 

（１）議題１：独自利用事務の情報連携に係る届出について 

事務局から、資料に基づき説明を行った。 

中村委員から「現在、政府全体でデジタルガバメントの実現を目指して

様々な取組が推進されているが、その中でマイナンバーを利用した情報連

携も進んでいる。具体的には、年金関係の情報連携の本格運用が開始されて

おり、また、将来的には戸籍関係の情報連携も開始される予定であるなど、

行政手続において添付書類を削減できる事務の範囲が一層拡大しており、

国民の利便性の向上と行政手続の簡素化が進むことが期待されている。当

委員会では、情報提供ネットワークシステムを利用した独自利用事務の情

報連携について、その届出を審査するほか、自治体の要望を踏まえた情報連

携の対象の追加事例の検討、事前相談などの支援を行っている。自治体とそ

の住民がマイナンバー制度のメリットを十分に享受することができるよう、

今後も引き続き自治体の独自利用事務の情報連携の導入を支援していくこ

とが重要であると考える」旨の発言があった。 

熊澤委員長代理から「中村委員からも御意見があったが、マイナンバー制

度の利便性を国民に一層実感してもらえるよう、引き続き地方公共団体と

連携して、独自利用事務の情報連携の更なる活用促進に取り組んでまいり

たい」旨の発言があった。 

独自利用事務の情報連携に係る届出について原案のとおり承認され、総

務大臣に通知することとなった。 

 

（２）議題２：監視監督について 

   事務局から、資料に基づき説明を行い、原案のとおり決定された。 

   ※内容については非公表。 

 

（３）議題３：その他 

事務局から東京電子機械工業健康保険組合の全項目評価書の公表につい

て、報告があった。 

以上 


